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13 たとえば 1645年の La femme héroïque(Père du Bosc)ゃ、1647年の La galerie des femmes fortes(Père 
Le Moyne)などがある。 
14 Grande, op.cit., p.35. 女性だけの戦士集団アマゾーンでは、男性は子孫を増やす道具でしかな
く、女性は男性の力を必要とせずに独立した統治を実現していたという。  
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体的な判断力と実行力の持ち主である。 
このように、女性作家たちは、道徳観を小説に取り込むことで当時の小説批判に対抗しながら、
社会から要請される価値観に服従するのではなく、そういった価値観を思考と判断によって内面化
する女性を描いている。男性社会が女性に求めた「貞節」や「義務」といった社会規範を、女性は
知性によって内面化し意志的に実践することができる。女性自身の能動的な選択こそが、道徳の真
の実現につながると考えていたように思われる。女性作家たちは、このような新しい地平で小説の
道徳性を確保し、小説の社会的意義を深めようとしたのである。 
 
おわりに 
17世紀の女性作家たちが当時の典型的な女性とは異なる人生を歩んだことと、小説というジャン
ルがベル・レットルと呼ばれる正統派文学に含まれていなかったことが相まって、女性作家たちの
小説は新しい流れを作っていった。彼女たちは、歴史というアリバイを使って同時代の社会批判を
展開していった。英雄的な強い男性と守られるべき弱い女性という関係が逆転し、強い女性と弱い
男性が描かれる。男性同様に政治を動かす力を持ち、自由な意思決定に基づいて行動する女性たち
が登場する。女性の意思が無視される結婚制度を告発し、結婚制度から解放された理想の恋愛の形
を描き、男女の新しい関係性を描いてみせた。 
一方で、不道徳との批判に対抗して小説の正当性を示すための自己防衛として、女性に課された
貞節や良識といった既存の価値観を体現する模範的存在としての女性像を描こうとした。しかし同
時に、道徳を黙認し追従する女性ではなく、分析と思考によって道徳を深く内面化し意志的に実践
する新しい女性像を描いた。 
フランス社会の大きな転換点で、女性作家たちは新しい視点から社会をとらえ、新しい女性像や
関係性を描いていたことが分かった。また、小説の社会的意義を道徳的観点から明確にしようとも
していた。こういった女性作家たちの試みは、現代に連なる近代小説の基礎となっていく。女性作
家たちは、まだ弱小のジャンルに過ぎなかった小説の可能性を広げるという重要な役割を果たした
のである。 
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